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はじめに 
 ⼊学当初の研究課題名は「国内福祉系 NPO 法⼈の資⾦調達に関する実証的研
究」であった。しかし,様々な授業や⽂献を読み進めていく中で⾃⾝の興味関⼼
が変化し,修⼠課程で⾏う研究を「消費者の嗜好性に着⽬した消費者⾏動分析」
に変更した。従って,本成果報告書では「消費者の嗜好性に着⽬した消費者⾏動
分析」に関して述べさせていただく。 
 
研究⽬的 
 本研究では消費者嗜好性という消費者の⼼理的部分に着⽬して,消費者⼼理の
異質性による消費者⾏動分析を⾏う。研究⼿法としては従来の頻度主義と呼ば
れる統計解析⼿法とベイズ統計⼿法（主にベイジアンネットワーク）を⽤い
る。そして消費者嗜好性に着⽬したモデル構築を⽬的とする。 

 
背景 

 現代の成熟社会では個⼈の価値観の多様化が著しく,こうした成熟社会にお
いて特に重要な事は「個々の消費者の違いに商品に関する選考やマーケティン
グ刺激に対する反応の異質性を⼗分に認識し,それに適応すること」 (阿部 
2008)であり,個々⼈の趣味嗜好に合わせたマーケティングが今後はより重要と
なる。研究の端緒はここにある。次に本研究の学術的貢献と社会的貢献に関して
述べさせていただく。 

学術的貢献に関して。統計学者の⾚池弘次は「Expectation と⾔うのは,まさ
に subject bayesian もよく⾔っていたんだけれども,実はその⼈の個性の表現だ
からね。個々のケースに,その⼈の持つexpectation。 その辺をexplore していけ
ば,無限に⾯⽩いことがあるわけだ。」と述べられている。また,現在,統計数理研



究所所⻑を務める樋⼝知之は「個⼈,個性,個別,固有こそが価値である」と指摘す
る。以上のように,個性を表現する研究は学術的に貢献をすることができると考
えてる。 

また,消費者価値観という点はマーケティング分野において新しいアプローチ
を⽣み出すと⾃⾝は考えている。株式会社wowowでは,利⽤者の視聴履歴から視
聴者の選好を予測したレコメンドサービスを⾏なっており,従来のレコメンドサ
ービスでは視聴した番組の「ジャンル」を基に新たな番組のレコメンドをしてい
たが,離脱に⻭⽌めをかけることを⽬標に,利⽤者が視聴した番組データを基に
利⽤者の「好み」を抽出してレコメンドサービスを⾏うようにシフトした。その
結果,離脱者が減少して業績が向上したことを2015年の11⽉に⾏われた数理シ
ステムユーザーカンファレンスにて報告している。 

以上の背景から,モノだけでなく,コトなどの個性・異質性に着⽬した量的研究
は学術と社会的貢献に微⼒ながら貢献すると考えている。 
 

研究対象 
 株式会社野村総合研究所様のシングルソースデータ。(3000 人を対象にした,
基本属性,消費者価値観,利用チャネル,などに関してのアンケート結果.) 
 
研究成果 
 今年度は頻度主義と呼ばれる統計⼿法を⽤いたシングルソースデータ分析に
注⼒した。消費者異質性による分類を⾏う必要が有るため,クラスター分析を⾏
なった。また,階層的クラスター分析,⾮階層的クラスター分析,クラスターの併合
⽅,kmeans 法,決定⽊などの⼿法による⽐較検討を⾏なった。また,観測変数や構
成概念の関連性を検証するために構造⽅程式モデリング（共分散構造分析）など
も⾏なった。その他にも様々な分析を⾏なったが新規性に富んだ結果が出てい
ないのが現在の課題である。 
 
今後の計画 
 今年度は頻度主義の統計解析を主に⾏なった。来年度ではベイズ統計解析(主
にベイジアンネットワーク分析)を⾏う予定である。また,量的研究のみではなく,
質的研究を⾏う必要があると感じている。従って,学会での情報収集,有識者への
アンケート調査やインタビューなどを検討している。 


